
 

学校番号 １１７ 

平成 31年度 国語科 

 

教科 国語 科目 国語総合（古典） 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 新探求国語総合 古典編 （桐原書店） 

副教材等 

体系古典文法 八訂版（数研出版） 体系漢文 改訂版（数研出版） 

Look＠古文単語 337（京都書房）  新国語総合ガイド（京都書房） 

古典文法要点整理ノート（数研出版） 

  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

１年の古典では、江戸時代までに書かれた文章を扱い、「読むこと」「書くこと」「話すこと・聞

くこと」を総合的に学びます。特に、どのような構造でどのような内容が書かれているのかを理解

して「読むこと」を中心に学びます。 

読むためには、単語の知識、文法の知識、また作品の背景などを理解する必要があります。 

古典文法や古典単語の小テストでは毎回満点を取りましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古典についての理解や関心を深める 

・文語のきまり、訓読のきまりなどを理解する 

・古典としての古文と漢文を読む能力を養う 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
d:読む能力 ｅ:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進んで高

めるとともに、言語文化に対す

る関心を深め、国語を尊重して

その向上を図ろうとする。 

文章を的確に読み取ったり、目

的に応じて幅広く読んだりし

て、自分の考えを深め、発展さ

せている。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などについ

て理解し、知識を身に付けてい

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述内容の確認 

記述内容の分析 

発言内容 

記述内容の確認 

記述内容の分析 

定期考査 

発言内容 

小テスト 

定期考査 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
ａ b c d ｅ 

一
学
期
中
間 

古
文
入
門 

「 児のそ ら寝 」

（ 『宇治拾遺物

語』） 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:現代語と古語の表記の違いを理解し

ようとしている 

d:主語を補いながら読むことが出来る 

e:歴史的仮名遣いなど、文語のきまりを

理解している 

ａ：行動の観察、 

ｄ：記述の確認、

定期考査 

ｅ:小テスト、定期

考査 

一
学
期
期
末 

物
語
・随
筆 

「なよ竹のかぐや

姫」 

（『竹取物語』） 

「丹波に出雲とい

ふ所あり」 

（『徒然草』） 

   ○ ○ d: 重要単語の意味を理解しながら読む

ことが出来る 

e: 文法（特に動詞の活用）を理解して

いる 

ｄ：記述の確認、

定期考査 

ｅ：小テスト、定期

考査 

二
学
期
前
半 

歌
物
語 

「芥川」 

「東下り」 

（『伊勢物語』） 

   ○ ○ 

 

d:歌物語の構成を理解し、登場人物の心

情をどのように表現しているか理解し

ている 

e: 文法（特に助動詞の役割）を理解し

ている 

ｄ：記述の確認、

定期考査 

ｅ：小テスト、定期

考査 

二
学
期
期
末 

日
記
・俳
諧
紀
行 

「門出」 

（『土佐日記』） 

「旅こそ栖」 

（『奥の細道』） 

○   ○ ○ a: 日記文学の特徴を理解し、どのよう

に心情を描写しているのか考察できて

いる 

d:助動詞の意味を理解しながら読むこ

とが出来る 

e:古典常識を理解している 

ａ：行動の観察、

記述の確認 

ｄ :記述の確認、

定期考査 

ｅ：定期考査 

三
学
期 

漢
文 

「推敲」 

「塞翁が馬」 

   ○ ○ d:漢文の特徴やきまりを理解している 

e:漢文が、平安時代から現代にいたるま

で日本でどのように享受されてきたの

か理解している 

d：行動の観察、

記述の確認 

e：記述の確認、

定期考査 

※  表中の観点について  a:関心・意欲・態度    b:話す・聞く能力   c:書く能力       

d:読む能力         ｅ：知識・理解 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


